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北海道・三陸沖後発地震注意情報に伴う 

特別な注意の呼び掛けの期間の終了について 

 

 

 

 

 

問合せ先：（特別な注意の呼び掛けの期間の終了について） 

     内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（調査・企画担当）付 

    電話：03-5797-7394（直通） 

 

     （令和７年 12月８日 23時 15 分頃の青森県東方沖の地震について） 

気象庁地震火山部地震津波監視課 

    電話：03-3434-9041（直通） 

     （北海道・三陸沖後発地震注意情報について） 

気象庁地震火山部地震火山技術・調査課大規模地震調査室 

    電話：03-3434-9040（直通） 

 

報道発表資料 

本日（12 月 16 日）00 時をもって、「北海道・三陸沖後発地震注意情報」発表に伴う政

府としての特別な注意の呼び掛けの期間は終了しました。しかし、政府から特別な注意

を呼び掛ける期間が終了しても、大規模地震発生の可能性がなくなったわけではありま

せん。また、先発の地震がなく、突発的に大規模地震が発生する可能性もあります。今

回の対応も活かしながら、家具の固定や避難場所・避難経路の確認など日頃からの地震

への備えについては、引き続き、実施してください。 

また、令和７年 12 月８日 23 時 15 分頃の青森県東方沖の地震の概要や留意事項につ

いてもお知らせします。 



北海道・三陸沖後発地震注意情報に伴う
特別な注意の呼び掛けの期間の終了について

別添１



【特別な備え】*
・すぐに逃げられる態勢の維持
・非常持出品の常時携帯 など

＊日頃から実施している場合は、その継続。

１週間（地震発生から１６８時間経過した以降の正時まで） 時間

防災対応

（引き続き実施）

特別な注意の呼び掛け開始 特別な注意の呼び掛け終了

【日頃からの地震への備え】※再確認
・避難場所、避難経路の確認
・ご家族との連絡手段の確認
・家具等の固定
・非常食などの備蓄の確認 など

（日頃より実施）

特別な注意の呼び掛け
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12月9日02:00
後発地震注意情報発表

12月8日23:15
青森県東方沖
の地震発生

12月16日00:00
特別な注意の呼び掛け終了

・ 本日(12月16日)０時をもって、北海道・三陸沖後発地震注意情報に伴う
政府として特別な注意を呼び掛ける期間は、終了しました。
・ しかし、大規模地震の発生の可能性がなくなったわけではないことから、
日頃からの地震への備えは、引き続き実施してください。



地震発生後の避難生活の備え

出火や延焼の防止対策

室内の対策

迅速な避難体制・準備
地域のハザードマップでどのような危険があるかを確認する
安全な避難場所・避難経路等を確認する
家族との連絡手段を決めておく
非常持出品を準備しておく
・食料、水、常備薬
・懐中電灯、携帯ラジオ
・身分証明書、貴重品 等

窓ガラスの飛散防止対策をする
タンス類・本棚の転倒防止対策をする
ベッド頭上に物を置かない

火災警報器の電池切れがないことを確認する
漏電遮断機や感震ブレーカー等を設置する

水や食料の備蓄を多めに確保する
簡易トイレを用意する
携帯ラジオや携帯電話の
予備バッテリー等を準備する

■政府からの呼び掛けの期間は終了しましたが、大規模地震発生の可能性がなくなったわけではありません。
■先発の地震がなく、突発的に大規模地震が発生する可能性もあります。
■今回の対応も活かしながら、避難場所・避難経路の確認や家具等の固定など、日頃からの地震への備
えについては、引き続き実施してください。

日頃からの地震への備え
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報 道 発 表 

別添２ 

令和７年 12 月 16 日 10 時 30 分 

 地 震 火 山 部 

 

 

令和７年 12月８日 23 時 15 分頃の青森県東方沖の地震について

（第 10 報） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年 12 月８日 23 時 15 分頃に発生した青森県東方沖を震源とする地

震について、地震に関する概要や留意事項を別添のとおりお知らせいたしま

す。 

本件に関する問い合わせ先 

（令和７年 12 月８日 23時 15 分頃の青森県東方沖の地震について） 

地震火山部 地震津波監視課 

電話 03-3434-9041 

（北海道・三陸沖後発地震注意情報について） 

  地震火山部 地震火山技術・調査課 大規模地震調査室 

     電話 03-3434-9040 



地震の概要
令和７年12月８日23時15分頃の青森県東方沖の地震について（第10報）

12月８日23時15分検知時刻
(最初に地震を検知した時刻)

12月８日23時15分発生時刻
(地震が発生した時刻)

7.5（暫定値；速報値の7.6から更新）マグニチュード

青森県東方沖（八戸の東北東80km付近）
深さ 54km（暫定値；速報値 深さ約50kmから更新）

発生場所

西北西―東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、太平洋プレー
トと陸のプレートの境界で発生した地震

発震機構

【最大震度６強】青森県の八戸市(はちのへし)で震度６強を観測
したほか、北海道から近畿地方にかけて震度６弱～１を観測

震度

青森県三八上北で長周期地震動階級3を観測長周期地震動の観測状況



防災上の留意事項と今後の見通し
令和７年12月８日23時15分頃の青森県東方沖の地震について（第10報）

（青森県東方沖の地震に関する防災上の留意事項）

• 青森県東方沖の地震活動は、12月８日の地震発生当初は活発でしたが、時間の経
過とともに低下し、当該地域で12月８日の地震と同程度の地震が発生する可能性
は、地震発生当初に比べ低くなりました。

• この３日間（12月13日から12月15日）で震度１以上を観測した地震は６回ですが、
身体に感じない地震も含めると平常時より地震が多い状況が継続しており、現状
程度の地震活動は当分続くと考えられます。

• 12月８日の地震で揺れの強かった地域では、家屋の倒壊や土砂災害などの危険性
が高まっていますので、復旧作業などを行う場合には、地震活動や降雨の状況に
十分注意してください。

• 日本国内では、いつどこで強い揺れを伴う地震が発生してもおかしくありません
ので、日頃からの地震への備えを心がけてください。



防災上の留意事項と今後の見通し
令和７年12月８日23時15分頃の青森県東方沖の地震について（第10報）

（北海道・三陸沖後発地震注意情報について）

• 12月８日23時15分頃の青森県東方沖を震源とする地震の発生後、日本海溝・千島海溝沿いの巨大

地震の想定震源域では、新たに後発地震への注意を促す情報を発表する基準を満たす地震は発生
していません。

• 12月８日23時15分頃の青森県東方沖を震源とする地震の発生から１週間経過したことから、本日
（16日）00時をもって、「北海道・三陸沖後発地震注意情報」発表に伴う政府としての特別な注
意を呼び掛ける期間は終了しました。

• 過去の世界的な事例をみると、大規模地震の発生の可能性は、最初の地震（８日の地震）の発生
直後ほど高く、時間の経過とともにその可能性が低下していく傾向がありますが、最初の地震か
ら１週間以上経過した後に大規模地震が発生した事例もあります。

• 日本海溝・千島海溝沿いにおける地震・津波の発生履歴を見ると、12～13世紀、17世紀と、約３
～４百年の間隔で最大規模の津波の発生が確認されており、17世紀の津波からの経過時間を考え
ると、最大規模の地震・津波の発生は切迫している状況にあると考えられています。

• また、地震調査研究推進本部地震調査委員会の長期評価によると、北海道東部に巨大な津波をも
たらすような千島海溝沿いの超巨大地震については、今後30年以内の発生確率はⅢランク（高

い）と評価されているほか、日本海溝・千島海溝沿いでは、他にも被害をもたらすような多数の
海溝型地震について、今後30年以内の発生確率がⅢランク（高い）と評価されています。

• 日本海溝・千島海溝沿いでは、いつ大規模地震が発生してもおかしくないことに留意し、「日頃
からの地震への備え」については、引き続き実施してください。



今回の地震活動

震  央  分  布  図  （  詳  細  図  ）  
深  さ  0     ～     1  0  0     k  m  　     M     ≧     2  .  0  

左  図  中  の  矩  形  領  域  内  の  地  震  活  動  経  過  図  

震  央  分  布  図  （  広  域  図  ）  
深  さ  0     ～     1  0  0     k  m  　     M     ≧     2  .  0  

（  震  源  の  色  に  つ  い  て  ）  赤  色  ：  今  回  の  地  震     青  色  ：  今  回  の  地  震  よ  り  後  に  発  生  し  た  地  震  
・  震  央  分  布  図  中  の  点  線  は  、  海  溝  軸  を  示  す  
・  震  央  分  布  図  （  広  域  図  ）  の  中  の  黒  色  の  太  線  は  、  日  本  海  溝  ・  千  島  海  溝  沿  い  の  巨  大  地  震  の  想  定  震  源  域  の  う  ち  の  
　  「  日  高  ・  三  陸  沖  」  及  び  「  十  勝  ・  根  室  沖  」  の  領  域  を  示  す  

＜  資  料  の  利  用  上  の  留  意  点  ＞  
・  表  示  し  て  い  る  震  源  は  、  速  報  値  を  含  み  ま  す  。  
・  速  報  値  の  震  源  に  は  、  発  破  等  の  地  震  以  外  の  も  の  や  、  誤  差  の  大  き  な  も  の  が  表  示  さ  れ  る  こ  と  が  あ  り  ま  す  。  
・  個  々   の  震  源  の  位  置  や  規  模  で  は  な  く  、  震  源  の  分  布  具  合  や  活  動  の  盛  衰  に  着  目  し  て  地  震  活  動  の  把  握  に  ご  利  用  く  だ  さ  い  。  

気  象  庁  作  成  



震度１以上の地震の発生状況
令和７年12月８日23時15分頃の青森県東方沖の地震について（第10報）

※掲載している地震回数は速報値であり、後日の調査で変更になることがある。

【最大震度別・日時別地震回数表】
（12月8日23時～12月16日08時）

【日別地震回数図】

震度１以上を
観測した回数

最大震度別回数
日別

累計回数76強6弱5強5弱4321

3301000010123時-24時12/8

191600000125800時-24時12/9

25600000101400時-24時12/10

25000000000000時-24時12/11

351000000112600時-24時12/12

37200000001100時-24時12/13

40300000002100時-24時12/14

41100000000100時-24時12/15

41000000000000時-01時12/16

41000000000001時-02時12/16

41000000000002時-03時12/16

41000000000003時-04時12/16

41000000000004時-05時12/16

41000000000005時-06時12/16

42100000000106時-07時12/16

42000000000007時-08時12/16

4201000341123総計



（参考）地震が続けて発生した事例

・Mw7.0以上の地震発生後、７日以内にMw８クラス以
上（Mw7.8以上）の大規模地震が発生するのは、百
回に１回程度。

過去の世界の事例

・2011年に三陸沖においてMw7.3の地震が発生
した２日後にMw9.0の巨大地震（東北地方
太平洋沖地震）が発生。

・1963年に択捉島南東沖においてMw7.0の地震
が発生した18時間後にMw8.5の地震が発生。

日本海溝・千島海溝沿いの事例
1904～2017年のMw7.0以上の地震（1477回）の後に、その震央から
500km以内で発生したMw7.8以上の後発地震の経過日数別回数。

：実際の発生回数
：地震活動を定量化した統計モデルから計算した発生回数

７日以内の発生回数は17回（発生確率は17回／1477回）。

M
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地
震

の
発
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回

数
（

回
）

最初の地震からの経過日数（日）

地震発生直後ほど大規模地震
が発生する事例が多い

図及びグラフは、「北海道・三陸沖後発地震注意情報防災対応ガイドライン」（内閣府,2022）より引用
（一部改変）

（ISC-GEM ver.8.0による）

〇「北海道・三陸沖後発地震注意情報」では、後発地震が
実際に発生する確率は低いものの、巨大地震が発生した
際の甚大な被害を少しでも軽減するために、新たな大規
模地震の発生可能性が平常時と比べて相対的に高まって
いることをお知らせします。

〇後発地震が発生する可能性は、先に発生した地震が起
こった直後ほど高く、時間を経るにつれて低くなっていきます
が、ゼロになるわけではありません。



（参考）北海道・三陸沖後発地震注意情報について

＜北海道・三陸沖後発地震注意情報とは＞
●日本海溝・千島海溝沿いの想定震源
域で一定規模以上の地震が発生した
場合等に、続けて大規模地震が発生
する可能性が平常時と比べて相対的
に高まった場合に発表される情報

●運用開始：令和４年12月

●これまでの発表履歴：１回
最大クラスの
地震の想定震源域

後発地震注意情報の発表に伴い
防災対応をとるべき地域

後発地震注意情報
発表のきっかけとなった現象

情報の種類
後発地震
注意情報
発表日

モーメン
トマグニ
チュード

震央地名
（地震名
称）

発生日

7.4青森県
東方沖

令和7年
12月8日
23時15
分

北海道・三陸沖
後発地震
注意情報

令和7年12月
9日
02時00分


